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Ⅰ 単元の構想 

１ 単元観 
 本単元は、安価で手に入るポロシャツ製造の陰に潜む過酷な労働環境に関する講義を聞き、実際に

その安価なポロシャツを購入したいという意見と、購入したくないという意見とその理由が書かれて

いる。生徒は本単元を通して、日ごろ購入している商品の裏には労働者の姿があることを知り、消費

者として購入する商品がどのような過程・労働環境で製造されているかに気付くことができる。 

 本単元では、主な言語活動として、「ある製品を売り出す際に、社長として消費者と労働者の両方

に利点をもたらすための新商品とは」というテーマでプレゼンテーション（発表）を行う。「労働環

境に問題があり、業績が落ち込んでいる会社の社長に就任する」という状況設定を生徒に提示し、そ

れぞれが自分の新製品を発表する社長になったつもりで発表する。発表の際には各グループに分か

れ、発表者は企業の社長、聞き手は労働者、または消費者の役割が与えられる。発表後には、「社長

からのプレゼンが自分（労働者、または消費者）にとって魅力的か」という観点のもと投票形式で聞

き手が発表者の評価を行う。発表を円滑に進めるためには、ジェスチャーの活用や強調したい部分を

明確にした発表資料の作成など、聞き手を意識することが必要である。また聞き手に関しても、相手

の発表に対してあいづちを打ったり、発表後に質問したりすることができるよう支援する。ロールプ

レイ形式にするという場面設定により、目的意識や相手意識をもって工夫しながら伝え合う思考力、

判断力、表現力等を高めることができると考える。 

  
２ 研究との関わり 

 本研究では、目指す生徒の姿を「学習したことを基に当事者意識をもって自分の考えを表現できる

生徒」と設定し、その実現に向けて講じる手立てを「Project Based Learning 型授業（以下、PBL 型

授業）」と「自己調整の場の設定」とした。 
 「PBL 型授業」とは、生徒が実社会の中から自ら課題を発見して解決する能力を養うことを目的と

した学習方法のことである。今回の研究における「PBL 型授業」とは、単元の初めに、題材に基づい

た社会課題の解決を目的とする言語活動を教師が提示し、生徒に解決策を考えさせるための教材の一

つとして、教科書の英文を読解させ、単元末でその内容を踏まえた言語活動を実施するような授業を

単元を通して実施する授業形式のこととする。生徒は解決策を考えるために、英文を一度速読して概

要を把握し、そこから得られた情報を基に次の二つの問いを設定する。一つ目は英文の内容を読解す

ることで解決できそうな問い（教科書の内容に関して不明な点を明らかにし、読み直すことを促すこ

とが目的）と二つ目は教師から提示されたテーマの解決策を具体化するための問い（単元の最後に言

語活動を行う動機付けが目的）である。生徒はこれらの問いに対する答えを英文を精読しながら考

え、読み進めていく過程でその問いに対する答えが分かったり、新たな問いが思い浮かんだ場合はそ

の都度、自分の意見を Question Sheet に記録しながら学習を進めていく。英文を精読し終えた後、二

つ目の問いの解決策をスピーチやプレゼンテーション（発表）、またはディスカッションやディベー

ト（やりとり）等の言語活動を通して表現していく。どのような表現形式を選択するかは単元に応じ

て教師が設定する、または生徒が表現に適した形式を選択する。このように、問いを設定し、解決し

続ける過程を通して、「読むこと」の精度が高まるとともに、課題に対する当事者意識をもって学習

し、「表現すること」ができると考える。 
 「自己調整の場の設定」とは、生徒が英文を読み進めていく上で、その内容を適切に理解し、設定

した課題の解決に向かうことができているかを自己の振り返り、または他者との情報共有を通して確

認する場を生徒に与えることである。その具体的な場として以下の二つを設定する。一つ目は上記の

Question Sheet に自分が考えた問いとその答えを記録し、周囲の生徒とペアやグループになって自分

の意見を発表し、他者と共有する場である。二つ目は、英文を一通り読解した後に自分で理解したこ

とをリテリングやサマリーとしてまとめ、他者との交流を図り、その交流を通して自分の理解度を振

り返る場である。こうした場を設定することで、生徒は自分の理解度を振り返り、主体的・自律的に

情報を収集することができると考える。 
 
 
 



３ 単元（題材）の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 
知識及び技能 

・「ある製品を売り出す際に、社長と

して消費者と労働者の両方に利点を

もたらすための新商品とは」という

テーマについて、聞いたことや読ん

だことを基に、自分の考えを理由と

ともに話して伝えることができる。 

・分詞構文を用いて適切に表現するこ

とが難しい。 
・発表において相手を説得するように

伝えることが難しい。 
思考力、判断力、

表現力等 

・教師の示したモデルや教科書の内容

を参考にしながら、目的や場面、状 
況に応じて適切な発表を行おうとす

るがその内容が発表の趣旨と合わな

いことがある。 
学びに向かう力、

人間性等 

・発表に向けて、辞書や検索エンジン

を活用したり、他の生徒とアイデア

を共有したりしながら課題に取り組

もうとしている。 
 
４ 評価規準 

知識・技能 「ある製品を売り出す際に、社長として消費者と労働者の両方に利点をもたらす

ための新商品とは」というテーマについて、自分の考えを理由とともに話して伝

えるために必要な語彙や表現（分詞構文）を理解している。 

思考・判断・ 

表現 

消費者と労働者の両方に利点をもたらすための新商品について、聞いたことや読

んだことを基に、自分の考えを理由とともに話して伝えている。 
主体的に学習に 

取り組む態度 

消費者と労働者の両方に利点をもたらすための新商品について、聞いたことや読

んだことを基に、自分の考えを理由とともに話して伝えようとしている。 
 
５ 指導及び評価、ＩＣＴ活用の計画（全７時間：本時第７時） 

過 

程 

時

間 

■ねらい  

□学習活動 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

知 思 態 ◆評価項目＜方法（観点）＞ 

〇指導に生かす評価 

●評定に用いる評価 

つ

か

む 

 

１ 
■「ある製品を売り出す際に、社長と

して消費者と労働者の両方に利点を

もたらすための新商品とは」という

テーマを生徒に提示し、興味・関心

を喚起するとともに、単元の学習課

題についての見通しをもつ。 
□単元全体を一通り素早く読んで概要

を把握し、その内容を基に問いを立

てる（★）。 
 
 
 
 
 

  〇 ◆教科書の内容を読み解くための問

いを立てている。 
◆教科書の内容を基に、提示された

言語活動の課題を解決するための

問いを立てている。 
＜スプレッドシート（態）＞ 

［単元の学習課題］ 
「消費者と労働者の両方に利点をもたらすための新商品とは」というテーマについて自分の

意見を考え、発表する。 



追

究

す

る 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

■表現活動に活用できるように、各

part の新出語句や言語材料の意味 

や用法を確認し、教科書の英文の内

容を理解する。 
□新出語彙の意味の確認をする。 
□リスニングによる概要把握をする。 
□教師による発問に答えたり、文法・

構文解説を聞いたりしながら本文の

内容を理解する。 
□教科書の英文を読みながら変化した

問いやその答えを Question Sheet
に記録する（★）。 

□音読を通して、学習した内容の定着

を図る。 
□学習した内容を基に会話等の表現活

動を行う。 

   ◆安価で販売されているポロシャツ

製造における過酷な労働環境につ

いて理解している。 
＜観察・発問・学習ノート（知）＞ 
◆安価なポロシャツを購入したいと

いう主張と購入したくないという

主張の理由を理解している。 
＜観察・発問・学習ノート（知）＞ 
◆自分がポロシャツを買う際に、教

科書で取り上げられている内容を

参考に、どのようなものを購入し

たいかを説明している。 
＜観察・学習ノート（思）＞ 

 

５ ■本単元で学習したことを整理し、ま

とめる。 
□単元全体の要点を整理し、ペアでリ

テリングを行う。また、ペアで互い

に足りない要素や加えた方がよい要

素について話し合う。 
□単元全体の要点を整理し、日本語で

サマリーを作成する。また、ペアで

互いに足りない要素や加えた方がよ

い要素について話し合う。 
 
 
 
 
 

   ◆単元の要点を整理し、リテリング

を行っている。 
＜観察（思）＞ 

◆単元の要点を整理し、日本語でサ

マリーを作成している。 
＜ワークシート（思）＞ 

ま

と

め

る 

６ 

７
□
本
時
□ 

■本単元で学習したことを参考にし、

「ある製品を売り出す際に、社長と

して消費者と労働者の両方に利点を

もたらすための新商品とは」という

テーマについてのプレゼンテーショ

ンを行う。 
□６時限目にプレゼンテーションの準

備を行う（★）。 
□グループごとにプレゼンテーション

を行い、発表を録画する（★）。 
□他のグループメンバーの発表内容に

対して質問する。 
 
 
 
 
 

 ● ● ◆教科書の内容を参考に、労働環境

と消費者の意見を踏まえ、消費者

と労働者の両方に利点をもたらす

ようなアイデアを発表している。 
＜動画・ワークシート（思）＞ 

◆他のグループメンバーの発表を聞

いて、その内容について質問して

いる。 
＜観察・ワークシート（態）＞ 

 

［単元終末の課題］ 
「消費者と労働者の両方に利点をもたらすための新商品とは」についてのプレゼンテー

ションを行い、録画する。 

一
斉
に
記
録
に
残
す
評
価
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
ね
ら
い
に
即
し
て
生
徒
の
活
動
の
状
況
を
見
届
け
て
、
指
導

に
生
か
す
こ
と
は
毎
時
間
行
う
。 



Ⅱ 本時の学習（７／７時間目） 

１ ねらい 「ある製品を売り出す際に、社長として消費者と労働者の両方に利点をもたらすための

新商品とは」というテーマについての発表を行い、考えを伝えることができる。 
２ 展 開 

主な学習活動 

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

★ＩＣＴ活用に関する事項 

◎研究上の手立て 

〇指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ Question Sheet の整理とプレゼンテーション 

の準備をする（★）。     （導入５分） 
 

S1: I need to appeal more about the improvement 
of the working condition. 

S2: How can I tell the good points of my product? 
 
 
 
 
 
 

◎自らの設定した問いを振り返り、プレゼン

テーションの内容が課題の解決に向かって

いるかを意識できるようにする。 

〇プレゼンテーションの内容とのつながりを

確認できるように、自分の設定した問いを

振り返ることを促す。 
 
 
 
 

２ グループプレゼンテーションを行う。（★）      

（展開①25 分） 

 

S1: 新商品が魅力的に感じるような発表をしよう。 
S2: 労働者の立場で発表を聞いたら、何を感じるか

な。 

 

 

S1(consumer): The product is very reasonable but 
can you use it for a long time? 

S2(worker): The price of the product seems to be 
very low, but can we get more salary 
than now? 

 
 
S1: I liked the reasonable product that lasts long. 
S2: I would like to work at the company which 

gives us much salary. 
 

◎学習したことを基に、消費者と労働者の両

方に利点をもたらす新商品を社長として発

表することに意識できるようにする。 

〇当事者意識をもって活動できるように、グ

ループ内で発表を行う際は、発表者、司

会、ビデオ撮影、聞き手（労働者・消費

者）の役割を順番でそれぞれが担うことを

促す。 

〇グループの他のメンバーの発表を聞く際に

は与えられた役割のもと、発表を聞き、聞

き手は質問やコメントをすることを促す。 

 

 

 

〇全員の発表後に投票形式で評価を行い、代

表者を決める。 

 

 

 

 

 

 

 
３ 各グループの代表者によるプレゼンテーション

を聞く。（★）        （展開②20分） 

S: さすが代表者。こうすれば消費者と労働者の両

方に利点をもたらすことができるのか。 
 

〇当事者意識をもって活動できるように、与

えられた役割のもと、発表を聞き、投票形

式で評価を行うことを促す。 

４ 本時を振り返る。（★）   （まとめ５分） 

S1: 消費者と労働者の両方に利益をもたらすための

工夫がこんなにもあることが分かった。 

S2: 魅力的に伝える発表方法を、次回の発表に使っ

てみよう。 

〇気付いたことを振り返ることができるよう

に、自己評価を行うことを促す。 

 

 

 

 

＜めあて・課題等＞ 
「ある製品を売り出す際に、社長として消費者と労働者の両方に利点をもたらすための新商品と

は」というテーマについての発表を行う。 

◆評価項目 

社長として、新製品を魅力的に発表し、

その製品を販売することで、購入した消費

者と働いている労働者にどのような利点を

もたらすことができるかを説明している。 
＜観察・録画（思・態）＞ 


